
資料６

女性・高齢者の活躍

少子高齢化による人口構造の変化に伴い、人口は減少しているが就業者数は増加している。

その増加要因として詳しく分析してみると、以下のような表になる。15歳以上 64歳以下
の就業者数は、男性は減少気味であるが、女性は増加傾向にあり、全体として増加傾向にあ

る。また、65 歳以上の就業者数においては、男性も女性も共に増加している。女性と高齢
者の活躍が就業者数の要因と考えられる。

  男性 女性 総数 

平成 28 年 241,462 253,719 495,181 

平成 29 年 240,136 252,611 492,747 

平成 30 年 238,849 251,814 490,663 

令和元年 238,192 251,101 489,293 
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＊各年 6月末の住民基本台帳によるもの

＊（【人口統計表】東大阪市、 クリエイティブ・

コモンズ・ライセンス 表示 4.0）より

（東大阪市人口）

（＊総務省「労働力調査」より） 

（＊総務省「労働力調査」より） （＊総務省「労働力調査」より）


